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発表内容 当センターでは、流行インフルエンザウイルスの性状を把握するために、

インフルエンザウイルスの性状解析を行っている。今回、福井県における過

去 6 シーズン（08/09～13/14 シーズン）のインフルエンザ流行状況について

報告した。 

毎シーズン、本県では複数の亜型が検出されており、08/09 シーズンは A ソ

連型、09/10 および 10/11 シーズンは AH1pdm09、11/12 および 12/13 シーズ

ンは A 香港型が流行の主流であった。13/14 シーズンには AH1pdm09 が 3 シ

ーズンぶりに主流となるなど、流行の主流となる亜型は変化しており、主流と

なるウイルスの亜型が前のシーズンとは異なるシーズンに、定点あたり患者数

が増加する傾向がみられた。定点あたり患者数がシーズン毎に大きく異なる要

因の一つとして、流行する亜型の違いが影響している可能性が示唆された。 

タミフル耐性 AH1pdm09 ウイルスは、県内では 09/10 および 13/14 シーズ

ンに各1株確認された。全国におけるタミフル耐性ウイルスの出現率は、09/10

シーズン以降わずかながら増加しており、今後もその発生動向を把握するこ

とが重要である。 

 


